
特色ある学校づくり（令和４年度）

チーム荒高の誓い

【目指す学校像】
「一人ひとりの生徒を大切にし、個に応じた進路実現を図る」
単位制・定時制高校の特長を最大限にいかし、生徒が個々に望

む、個々に適した、次のステージへ繋げられるよう支援する。
学校が、卒業に加え、一人でも生きていけるよう、人として成

長する場となるよう支援する。

＜教育目標＞

【学校運営方針】

１ どの生徒にも「分かる授業を」実践し、実社会で役立つ基礎学力の定着を図る。
２ 個に応じた丁寧な生徒指導で、健全な社会生活を営むための基盤形成を図る。
３ 生徒一人一人の自己実現を応援する系統的な進路指導体制の充実を図る。
４ 地域社会から必要とされる学校として、地域と連携した教育の推進を図る。
５ 教員が生徒への教育に集中でき、めりはりのある働き方改革の推進を図る。

○ 今年度の重点的目標

１ 新しい学習評価の観点とＩＣＴ利活用

新学習指導要領に基づき、何を教えるかを明確にし、各教科等の評価の観点で

生徒の学びを見取る。一人１台端末の学習環境に合わせ、ＩＣＴを利活用し、｢主

体的・対話的で深い学び｣を意識した授業内容・計画、教材研究等に改善する。

２ 荒川高校「ＵＤＬスタンダード」の実践
どの生徒にとっても優しい授業を目指し、荒川高校の「ＵＤＬスタンダード」

を確実に実践する。

３ 組織的な生徒指導及び教育相談による安全・安心の保障

問題行動を、生徒が抱える困難の一つと捉え、教育相談を充実させ、背景にあ

る様々な課題から把握し、根本的な問題行動の解決へ繋げる。

改訂した学校いじめ防止基本方針の下、いじめを未然防止し、安心・安全な学

校生活の実現をめざす。

４ 人権教育、同和教育の推進

村上、胎内、関川地域における現地から学び、本校の部落問題学習プログラム

に沿ってかかわる同和教育を推進し、教育相談、家庭訪問、個別支援を行う。

５ 教職員の特別支援教育の充実と個に応じた対応

特別支援教育の研修を通じて教職員の意識を高め、個別の指導計画を基に、生
徒理解と情報共有を行う。生徒の課題を把握し「通級による指導」を充実させる。



本校のめざす生徒像

１ 目 標 や 夢 に 向 か っ て 努 力 す る 生 徒
地域・社会に

２ 集団や社会の中でルールやマナーを守る生徒
貢献し、人を

３ 相 手 の 気 持 ち を 思 い や る 生 徒
大切にする人材

４ いじめをしない・見逃さない・許さない生徒

めざす学校を実現するために必要な教師像

１ 広い視野を持ち、生徒一人一人を大切にし、熱意をもって指導する教師

２ 笑顔で生徒の心に寄り添い、カウンセリングマインドのある教師

３ 生徒のニーズと最新の教育情勢を把握し、改善・改革に取り組む教師

４ 特別支援教育やキャリア教育の推進に向け、進んで研修に取り組む教師

５ 働き方改革を意識した業務の合理化、協働化、健康管理等に取り組む教師


